
































































































































































































































































































































12　「漢字統一会」、『太陽』第 13巻第 6号、「清国時文」欄、1907年 5月 1日。
13　陸胤「従“同文”到“国文”――戊戌前後張之洞系統対日本経験的迎拒」、『史林』2012年
第 6期、参照。








































































































































































































































































33　「支那近世の国粋主義」、『芸文』（京都）第 2年第 10号、第 3年第 1号、1911年 10月
（注：この文章が『支那学文薮』に所収されたとき、初出年月を 1911年 7月とする誤った注
が附されている。おそらく「七」と「十」の形が似ているためであろう）、1912年 1月。
14　　陸胤（城山拓也 訳）
5.　余論
張之洞は、光緒二十年（1894）から二十四（1898）までは康有為、梁啓超一
派といった維新勢力を援助し、二十六年（1900）以降は海外の国粋思潮の影響
を受けていた。しかしこれら新しい学問、思想は、張之洞の備える政治・教育
のイデオロギーと齟齬をきたすこととなる。清末国粋派の学術の内実は江浙・
嶺南の考証学伝統に基づいており、イデオロギーとしては日本の明治中期にお
ける「国粋保存運動」に直接的な恩恵を受けている 
34
。この二つは、いずれも
張之洞が学校制度を整備したときに提唱した「国文」、「国学」と、近い学術背
景を有している。しかし、「国粋」の「国」の解釈において、張之洞と章炳麟
ら海外の国粋論者の間には、決定的な分岐点があった。そこで直面した問題も
日本の「国粋保存運動」の経験を超えたところにある。まさに狩野直喜が辛亥
革命前夜に指摘した通りである。
我国（原注：日本を指す）の国粋は必ず帝室と関係を有して居る。学問技芸、
其他あらゆる文化は一として間接直接に帝室の栽培護持をうけぬものはあるま
い。支那の場合は之と違つて、支那の国粋は支那人が古昔からもつて居たもので
現朝は異人種で支那人を征服しながら却て支那の文明に征服されて其恩恵に浴し
た訳である。自国の国粋を貴んだといつて、それが直ちに尊王心と結びつく訳に
はいかぬ、右国粋の貴ぶべきを知つたら却つてこれを生じた支那民族の偉大なる
ことを自覚し、愈々彼等の所謂民族主義を鼓吹するに至るかも知れぬ。前に述べ
た通り政府では国粋を主張し之によつて朝廷に対する忠義心を養成せんとして居
るが、これは出来るかどうか分らぬのである。 
35
光緒二十九年十一月（1904年 1月）の「奏定学堂章程」、および光緒三十二
年（1906）の「教育宗旨」を代表として、張之洞、厳修ら体制内の教育指導者
は、「愛国」と「忠君」を折衷し、日本の明治期における儒教倫理改造を輸入
することで、近代国家アイデンティティーを確立させようとした。しかしこれ
と同時に、やはり清朝固有の満漢問題にも対処しなくてはならなかったのであ
る。清末において、一口に「国粋」を語るとはいっても、それは儒教道徳を守
ろうとする姿勢の発露であったかもしれない一方で、むしろ革命情緒の表現で
あった可能性も大いにあった。かつて章炳麟からは学問と関係ないとされた
「異なる立場（戎夏異途）」は、最終的には張之洞一派と国粋派との交流を阻む
34　鄭師渠「国粋派及国粋思潮出現的歴史原因」、『晩清国粋派――文化思想研究』（北京師範
大学出版社、2000、第二版）、25-54頁、参照。
35　狩野直喜「支那近世の国粋主義」（前掲）参照。文中の「支那民族」は漢族、「支那人」は
漢人を指し、満人を含めた中国人全体の呼び方ではない。
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障壁となってしまったのである。
訳　注
〈 1〉文中の年月は元号と旧暦を漢数字で表す。必要に応じて対応する西暦の年月をア
ラビア数字で用いる。
〈 2〉著者の補足によると、国学という言葉は実際は張之洞によるものではなく、章炳
麟が後に追加した可能性もある。1898年前後において、日本に由来する「国学」
の概念はまだ普及していなかった。
Keywords：章炳麟　張之洞　国粋主義
16　　陸胤（城山拓也 訳）
